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総務企画常任委員会及び予算常任委員会（第一分科会） 

 

平成２９年６月１３日（火曜日）午前１０時００分開会 
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    ・塩原支所長挨拶 

   〔総務福祉課〕 
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   〔市民福祉課〕 
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    ・職員紹介 
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   〔シティプロモーション課〕 

    ・職員紹介 

   〔秘書課〕 

    ・職員紹介 

    〔市民協働推進課〕 

    ・職員紹介 

   〔総務部〕 

    ・総務部長挨拶 

   〔総務課〕 

    ・職員紹介 

    ・議案第６２号 財産の取得について 

   〔財政課〕 

    予算常任委員会（第一分科会） 

    ・議案第６１号 平成２９年度那須塩原市一般会計補正予算（第１号） 

   〔契約検査課〕 

    ・職員紹介 
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    ・議会事務局長挨拶 

    ・職員紹介 

   〔陳情〕 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○齊藤委員長 皆さん、おはようございます。 

  本日は６月の定例会常任委員会にご出席いただ

きまして厚く御礼申し上げます。 

  改選後初めての常任委員会の開催となりますの

で、向こう２年間のうちの１年間、皆様と協力を

しながら執行部、そして私たち議員のほうがしっ

かりと市民のためになるような審査をしていきた

いと思いますので、ご協力よろしくお願いいたし

ます。 

  ここから先は着座にて進めさせていただきます。 

  それでは、審査の日程及び審査順はお手元の配

付の次第のとおりといたします。 

  今定例会におきまして当常任委員会に付託され

た案件は、財産の取得に関する案件１件、陳情３

件でございます。 

  予算常任委員会付託案件のうち、当分科会で審

査すべき案件は、補正予算案件１件であります。 

  予算案件につきましては、関係所管課のところ

で分科会に切りかえて審査を行います。 

  議案審査において討議すべき点がございました

ら、質疑終結後、申し出てください。執行部退席

のもと、暫時休憩中に議員間討議を行います。 

  なお、今年度最初の常任委員会になりますので、

付託議案がない所管課につきましても出席をいた

だいております。 

  委員各位におかれましては、慎重なる審査とと

もに、円滑な進行へのご協力をお願い申し上げま

して、挨拶といたします。 

  それでは、審査事項に入らせていただきます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎塩原支所の審査 

○齊藤委員長 まずは、塩原支所から順次審査を進

めてまいります。 

  初めに、支所長からご挨拶をお願いいたします。 

  支所長。 

○宇都野塩原支所長 （挨拶。） 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  塩原支所の皆さん、ありがとうございました。

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、先ほど申したとおり、付託された案

件はございませんので、その他として、まず委員

の皆様から何かございますでしょうか。 

○吉成副委員長 （ハナモモの植栽の状況につい

て） 

○齊藤委員長 そのほか委員の皆さん、ございます

か。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、執行部の皆様の

ほうから何かございますか。 

  はい。 

○宇都野塩原支所長 （塩原温泉ビジターセンター

遊歩道散策イベントの紹介） 

 

休憩 午前１０時１３分 

 

再開 午前１０時１４分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎西那須野支所の審査 

○齊藤委員長 西那須野支所の皆さん、お疲れさま
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でございます。 

  初めに、支所長からご挨拶をお願いいたします。 

○臼井西那須野支所長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  それでは、今回は関係する付託案件がございま

せんが、今年度最初の常任委員会となりますので、

総務税務課から順に担当職員の自己紹介をお願い

いたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 それでは、ありがとうございました。

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  その他としてなんですが、委員の皆さんからま

ず何かございますでしょうか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 （西那須野駅前ビルの対応につい

て） 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 （西那須野駅前の桜通りの歩道整備に

ついて） 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 それでは、執行部の皆様から何かご

ざいますか。 

  課長。 

○阿見総務税務課長 （西那須野支所庁舎高圧コン

デンサーＰＣＢ検査結果について報告） 

○齊藤委員長 じゃ、その他がないようなので、以

上で終了といたします。 

  西那須野支所の皆さん、お疲れさまでした。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時２５分 

 

再開 午前１０時３０分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画部の審査 

○齊藤委員長 これより企画部の審査に入ります。 

  初めに、企画部長からご挨拶をお願いいたしま

す。 

○藤田企画部長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎企画政策課の審査 

○齊藤委員長 それでは、企画政策課の皆さんから、

今回は関係する付託案件がございませんでしたの

で、今年度最初の常任委員会となります。課長か

ら順に担当職員の自己紹介をお願いいたします。 

  課長。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、案件がございませんので、その他と

して委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようなので、執行部のほうから

何かございますか。 

  課長。 

○小泉企画政策課長 （塩原視力障害センター跡地

の国への取得要望の提出について報告） 

○齊藤委員長 ありがとうございます。 

  それでは、企画政策課の皆さん、お疲れさまで

した。 
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  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時３７分 

 

再開 午前１０時３８分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎シティプロモーション課の審査 

○齊藤委員長 シティプロモーション課の皆さん、

お疲れさまです。 

  今回は関係する付託案件がございませんが、今

年度最初の常任委員会となりますので、課長から

順に担当職員の自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

  付託案件はございませんので、その他として委

員の皆様から何かございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 （南都・北斗の冊子の作成につい

て） 

○齊藤委員長 そのほか委員の皆さんで何かござい

ますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないということなので、それでは、

執行部のほうから何かございますか。 

  課長。 

○粟野シティプロモーション課長 （とちぎの「南

都」・「北斗」移住・定住促進戦略の３年間の事

業内容について説明） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  ほかにはないようですので、以上で終了といた

します。 

  シティプロモーション課の皆さん、お疲れさま

でした。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時４９分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎秘書課の審査 

○齊藤委員長 秘書課の皆さん、お疲れさまでござ

います。 

  今回は関係する付託案件がございませんので、

今年度最初の常任委員会になりますので、課長か

ら順に担当職員の自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、付託案件がございませんので、その

他として委員の皆様から何かございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 （都市交流係の業務内容について確

認） 

○齊藤委員長 よろしいですか。 

  それでは、ないようですので、執行部のほうか

ら何かございますか。 

  課長。 
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○磯秘書課長 （リンツ市との姉妹都市提携１周年

記念事業、木版画展の開催について案内） 

○齊藤委員長 それでは、以上で秘書課の皆様の審

査がありませんでしたので、秘書課の皆さん、お

疲れさまでした。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１０時５５分 

 

再開 午前１０時５６分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎市民協働推進課の審査 

○齊藤委員長 市民協働推進課の皆さん、お疲れさ

までございます。 

  今年度最初の常任委員会となりますので、課長

から順に担当職員の自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、付託案件がございませんので、その

他として委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 それでは、執行部から何かございま

すか。 

〔「特にございません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、ないようですので、以上

で終了といたします。 

  市民協働課の皆さん、お疲れ様でした。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

  なお、10分間の休憩をとった後に続けさせてい

ただきますので、ここで休憩いたします。11時７

分より再開いたします。 

 

休憩 午前１０時５７分 

 

再開 午前１１時０６分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務部の審査 

○齊藤委員長 これより総務部の審査に入ります。 

  初めに、総務部長から自己紹介も兼ねてご挨拶

をお願いいたします。 

  部長。 

○伴内総務部長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎総務課の審査 

○齊藤委員長 それでは、今年度最初の常任委員会

となりますので、課長から順に担当職員の自己紹

介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  それでは、審査に入る前に、本委員会では、那

須塩原市議会基本条例第12条の規定に基づき、議

員間討議を行っております。議案審査において質

疑終結後、委員から議員間討議を行いたい旨の申

し出があった場合、執行部退席のもと議員間討議
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を行いますので、あらかじめご了承をお願いした

いと思います。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６２号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第62号 財産の取得

についてを議題といたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○田代総務課長 （議案第62号について説明） 

○齊藤委員長 説明が終わりましたので、各委員か

らの質疑、ご意見等をお受けいたします。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 それでは、ちょっとお聞きをいた

しますが、今回の２台の消防車両の購入について

は、辞退も含めて13社からの入札があって、３社

については辞退となっているわけですけれども、

大体２台ということもあるんでしょうけれども、

消防団の消防自動車を更新する場合には、大体こ

のぐらいの業者が毎回入札には参加してきている

んでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田代総務課長 消防ポンプ自動車の入札につきま

しては、大体同程度の業者数で入札を行っており

ます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 それでは、実際に入札に対する当

然条件等があると思うんですが、我々通常点検、

それから、これから操法競技会もあるわけですけ

れども、そういった際に見せていただくと車両は

当然まちまちですよね。さまざまな車両がありま

すよね。その中で例えば車の排気量が違っていた

り、特に自動車ポンプなんかは小型は乗せるだけ

ですから違いは、今回は小型ですので、そんなに

大差はないのかなという気はするんですが、昔で

あれば四駆であったり二駆であったり等々違いっ

てありますよね。そういったものに対しては、今

は統一された基準のもとに入札の条件というのは

出してきているんでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田代総務課長 もちろん車種を指定するわけでは

ございませんので、仕様の中で、例えばエンジン

はディーゼルエンジンで、排気量は何cc以上で、

駆動方式は例えば四駆等々細かく決めた中で、各

業者のほうが提案といいますか、その入札をして

くるということでございます。 

  ただ、この装備品といいますか、基本的な仕様

につきましては、昔から比べると多少変わってき

ている部分はあると思っております。基本的に更

新が20年ごとでございますので、20年前とは細部

が異なる部分は当然あるかと思っております。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 入札を入れる会社によって、車自

体のメーカーが違うというのは当然だと思うんで

すね。それぞれが扱っているものがありますので、

そこはわかるんですけれども、今の説明の中に何

cc以上の排気量という説明がございました。とい

うことは、例えば2,000cc以上であれば、もうそ

れは3,000だろうが4,000だろうが見合った価格で

あればオーケーということになるんですか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田代総務課長 副委員長おっしゃるとおりなんで

すが、基本的に排気量が大きくなれば免許証の区

分が違ってくるということもありますので、原則
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的には今回の仕様でいけば、普通自動車運転免許

で今回はオートマ限定という仕様にしております。

これも時節柄でございます。オートマ限定の消防

団員もかなりふえてきているということもありま

して、オートマの車両を今は入札にかけていると

ころなんですが、そういった縛りはありますけれ

ども、業者、入札するほうで例えば3,500がうち

はいいというふうなことであれば、そういうふう

な提案といいますか、入札をしてくるものと考え

ます。 

○齊藤委員長 副委員長。 

○吉成副委員長 中身としてはわかりました。とい

うことは、条件的には毎回多少の違いはあって、

入札条件の多少の違いというのは、毎回違いとい

うのは出てきているという了解でいいんですか。

もうここ５年は同じとか、そういうことなんでし

ょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 やはりその時期、時期でよりいい

もの、基本的に消防の世界でだんだんスタンダー

ドになってくるようなものという形で、多少仕様

を変えてくるというのはあろうかと思います。で

すので、５年間はこれで決め打ちというようなこ

とではなくて、やはり設計をして発注をする段で、

そのときで一番いいものをというようなことで考

えていっているということでございます。 

○吉成副委員長 了解です。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 まず基本的なところで20年とおっしゃ

っていたんですけれども、20年というのは何か法

律的なことで決めがあるんでしょうか。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田代総務課長 法律的な決めはないんですが、や

はり車両のいざというときに動かなくなっては困

る車両でございますので、基本的に20年ごとに更

新というのが市の決めでやっております。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 新しいほうが安心して使えるというこ

とはもうもっともなんですけれども、メンテナン

スなんかもすれば、そういうことは基本的にはな

いはずだと思っていますけれども、そこでもう一

つ、新しいものと古いものに性能の違いというの

は、どういう違いがはっきり消防活動に当たって、

こういう違いがあるんだと。要するに考え方とし

て、この質問の趣旨は、今は古くても使えるんだ

よという人がいるんですよ。だから、20年たって

もまだまだ使えるはずじゃないかと。だから、定

期更新がいいのか、こういうこれから財政がいろ

いろ厳しくなる中で、無理して取りかえる必要も

ないんじゃないかという声も私は聞いたことがあ

るので、だから、単に定期更新なのか、性能がも

う今の状況、この時代に高さが高くなったりは、

それははしご車のようにはいかないけれども、そ

ういう今の現況が変わったから変えるとか、性能

が全然違っているんだよとか、そういった違いは

あるんでしょうか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 もちろん車両性能という意味では、

これは普通車も同じですけれども、20年前の車と

はやはり燃費であるとかという点の向上はもちろ

んあると思います。また、ポンプそのものにして

も、真空にするスピード、入りやすさ、そういっ

たものももちろん昔の車両に比べて違っていると

いうことがあります。そういった中でやはり緊急

時に使う車両でございますので、やはりある程度

の年数で更新をしていくということが必要だと考

えて、こういった更新をしているということでご

ざいます。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 



－12－ 

○鈴木委員 おっしゃっていることは理解していま

す。 

  最後に、現場の消防団員の皆さんから、これじ

ゃもうちょっと困っているよと。ここがおかしい

とか、碓かにエンジンがかからなかったとか、ポ

ンプで通常点検をやっていると思うんですけれど

も、出すときにどうも調子がおかしいとか、そう

いう声は今回の車両にはありましたか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田代総務課長 もちろん通常の使用に当たっての

ふぐあいがあれば、通常のメンテナンスなりの範

疇で対応することもできますし、またその新しい

車両を入れる際には、もちろん担当部が入る部の

意見も聞いて、例えば可能な範囲で、この装備品

はここに置いたほうがいいとか、ここのステップ

はこうなったほうが我々は活動しやすいんだとい

うような、そういったオーダーがきく部分では各

部の意見を聞きながらやっているところでござい

ます。 

○齊藤委員長 そのほか質疑はございますか。 

  君島委員。 

○君島委員 もう執行されたんで発表しても問題な

いかと思うんですけれども、予定価格というのは

どのぐらいで予定を組んでいたのか教えていただ

きたいのですが。 

○齊藤委員長 答弁を求めます。 

  課長。 

○田代総務課長 申しわけございません。今持ち合

わせてございませんので、もしよろしければ、次

の課の前に確認の上、回答させていただければと

思うところでございます。 

○齊藤委員長 じゃ、総務部が終わるまでに調べて

また連絡いただければと思います。 

  そのほか質疑ございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

といたします。 

  それでは、本議案について討議すべき点はござ

いますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、ございませんので、討論

に移ります。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたし、これより採決いたします。 

  議案第62号 財産の取得については、原案のと

おり可決すべきものとすることにご異議ございま

せんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第62号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  それでは、その他として委員の皆様から何かご

ざいますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 （放射能住宅除染の検査体制の内容に

ついて確認） 

○齊藤委員長 よろしいですか。 

  そのほか委員の皆様から。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 （他自治体における住宅除染事業

の数量等誤りの有無について確認） 

○齊藤委員長 小島委員。 
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○小島委員 （住宅除染事業における数量等誤り発

覚の経過について） 

○齊藤委員長 それでは、執行部のほうから何かご

ざいますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で審査を終

了いたします。 

  総務課の皆さん、お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１１時５６分 

 

再開 午前１１時５７分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎財政課の審査 

○齊藤委員長 ただいまから財政課の審査に入りま

す。 

  担当課の皆さん、お疲れさまでございます。今

年度最初の常任委員会となりますので、課長から

順に職員の自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

  ここで、総務企画常任委員会を予算常任委員会

（第一分科会）に切りかえます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議案第６１号の説明、質疑、討

論、採決 

○齊藤委員長 それでは、議案第61号 平成29年度

那須塩原市一般会計補正予算（第１号）を議題と

いたします。 

  執行部から議案の説明を簡潔にお願いいたしま

す。 

  課長。 

○田野財政課長 （議案第61号について説明） 

○齊藤委員長 それでは、説明が終わりましたので、

各委員からの質疑、ご意見をお受けする前に、あ

くまで財政課の所管でございます。住宅整備事業

の内容等については、お答えはできませんので、

それ以外の質疑をしていただければと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

  それでは、皆様のほうで質疑、ご意見ございま

すか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 起債を発行して、今、起債の残高幾ら

になりますか。 

○齊藤委員長 課長。 

○田野財政課長 平成29年度の現時点分の末の残高

ということで見込みになりますが、355億7,056万

6,000円というところで見込みをさせているとこ

ろでございます。 

  以上です。 

〔「見込み」と言う人あり〕 

○田野財政課長 はい。 

○齊藤委員長 よろしいですか。 

  そのほかございませんか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、質疑を終了した

いと思いますが、異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、質疑を終了

いたします。 
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  それでは、本議案について、討議すべき点はご

ざいますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、委員間討議のほ

うは省略させていただきます。 

  続いて、討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

いたします。 

  これより採決いたします。 

  議案第61号 平成29年度那須塩原市一般会計補

正予算（第１号）は、原案のとおり可決すべきも

のとすることに異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認めます。 

  よって、議案第61号については、原案のとおり

可決すべきものと決しました。 

  その他として、委員の皆様から何かございます

か。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 執行部から何かございますか。 

  課長。 

○田野財政課長 （６月補正予算の追加について報

告） 

○齊藤委員長 じゃ、そのほかないようですので、

以上で財政課の審査を終了といたします。 

  お疲れさまでした。 

  ここで執行部入れかえのため、暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１１時５６分 

 

再開 午前１１時５７分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎契約検査課の審査 

○齊藤委員長 契約検査課の皆さん、お疲れさまで

ございます。 

  今回は、関係する付託案件はございませんので、

今年度最初の常任委員会となります。課長から順

に担当職員の自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  その他として、委員の皆さんから何かございま

すか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 執行部の皆様から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で終了とい

たします。 

  契約検査課の皆さん、お疲れさまでした。 

  短くてすみませんです。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午前１１時５８分 

 

再開 午前１１時５９分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 
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─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎課税課の審査 

○齊藤委員長 課税課の皆さん、お疲れさまでござ

います。 

  今回は、関係する付託案件はございませんので、

今年度最初の常任委員会となります。課長から順

に担当職員の自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  今年度もよろしくお願いいたします。 

  それでは、付託の案件がございませんので、そ

の他として委員の皆様から何かございますか。 

  鈴木委員。 

○鈴木委員 （マイナンバー関係通知の誤送におけ

る対応について） 

○齊藤委員長 ご意見ということで。 

  その他、委員の皆さん、何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、執行部の皆様か

ら何かございますか。 

〔「特にございません」と言う人

あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で終了とい

たします。 

  課税課の皆さん、お疲れさまでした。ありがと

うございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 零時０２分 

 

再開 午後 零時０３分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎収税課の審査 

○齊藤委員長 収税課の皆さん、お疲れさまでござ

います。 

  今回は、関係する付託案件はございませんので、

今年度最初の常任委員会に当たりまして、課長か

ら順に職員の自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、付託の案件がございませんので、そ

の他として、委員の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、執行部の皆様か

ら何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あ

り〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で終了とい

たします。 

  収税課の皆さん、お疲れさまでした。 

  まだお待ちください。 

  これで総務部の審査は全て終了となります。 

  最後に、総務部として何かございますか。 

  課長。 

○田代総務課長 私どもに投げかけられましたご質

問に対してのお答え、用意できておりませんで、

誠に申しわけございません、準備不足でございま

した。 

  先ほどの小型動力消防ポンプつき積載車予定価

格は、ちょっとベタ読みでいきます、21998676、

2,199万8,676円でございました。ちなみに落札率

は89.15％というところでございます。よろしく
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お願いいたします。 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  部長のほうで何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 じゃ、これで総務部の審査は全て終

了となります。 

  お疲れさまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 零時０９分 

 

再開 午後 零時１０分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎選管・監査・固定資産評価・公

平委員会事務局の審査 

○齊藤委員長 選管・監査・固定資産評価・公平委

員会事務局の皆さん、お疲れさまでございます。 

  初めに、事務局長から、自己紹介も兼ねてご挨

拶をお願いいたします。 

○佐藤選管・監査事務局長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  今回は、関係する付託案件がございませんので、

今年度最初の常任委員会ということですので、局

長補佐から順に職員の自己紹介をお願いいたしま

す。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、案件がございませんので、その他と

して、委員の皆様から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、執行部の皆様か

ら何かございますか。 

〔「特にございません」と言う人

あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で終了とい

たします。 

  選管・監査・固定資産評価・公平委員会事務局

の皆さん、お疲れさまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 零時１４分 

 

再開 午後 零時１５分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎会計課の審査 

○齊藤委員長 会計課の皆さん、お疲れさまです。 

  初めに、会計管理者からご挨拶をいただきます。 

○松江会計管理者 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  ただいま管理者のほうからございましたとおり、

付託の案件がございませんので、今年度初の常任

委員会ということもございますので、課長補佐か

ら順に職員の自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。今年度も

どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、付託の案件がございませんので、そ
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の他として、委員会の皆様から何かございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、執行部の皆様か

ら何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あ

り〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で終了とい

たします。 

  会計課の皆さん、お疲れさまでございました。 

  ここで、執行部入れかえのため暫時休憩といた

します。 

 

休憩 午後 零時１８分 

 

再開 午後 零時１９分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎議会事務局の審査 

○齊藤委員長 議会事務局の皆さん、お疲れさまで

す。 

  初めに、局長からご挨拶をお願いいたします。 

○石塚議会事務局長 （挨拶。） 

○齊藤委員長 ありがとうございました。 

  今回は、関係する付託案件がございません。そ

して、今年度最初の常任委員会ということで、自

己紹介をしていただこうと思ったんですが、課長

から順に自己紹介をお願いいたします。 

〔出席説明員自己紹介〕 

○齊藤委員長 ありがとうございました。改めて、

今年度もどうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、付託の案件がございませんので、そ

の他として、委員の皆様から何かございますか。 

  事務局で聞いていただければ。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、ないようですので、事務

局のほうから何かございますか。 

〔「ございません」と言う人あ

り〕 

○齊藤委員長 ないようですので、以上で終了とい

たします。 

  議会事務局の皆さん、お疲れさまでした。 

  ここで、職員退席のため暫時休憩といたします。 

 

休憩 午後 零時２１分 

 

再開 午後 零時２２分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○齊藤委員長 各委員から何かございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、事務局から何か

ございますか。 

  事務局。 

○事務局 （事務連絡。） 

○齊藤委員長 （委員会の傍聴人数を12名とするこ

との確認及び所管事務調査について） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎散会の宣告 

○齊藤委員長 それでは、以上で本日の委員会を散



－18－ 

会といたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午後 零時２５分 
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総務企画常任委員会及び予算常任委員会（第一分科会） 

 

平成２９年６月１４日（水曜日）午前１０時００分開会 

 

出席委員（９名） 

委 員 長 齊 藤 誠 之  副 委 員 長 吉 成 伸 一  

委 員 田 村 正 宏  委 員 小 島 耕 一  

委 員 森 本 彰 伸  委 員 鈴 木 伸 彦  

委 員 髙 久 好 一  委 員 君 島 一 郎  

委 員 玉 野   宏    

 

欠席委員（なし） 

 

紹介議員（なし） 

 

参 考 人（１人） 

          桑 原 史 朗 

 

出席議会事務局職員 

書 記 鎌 田 栄 治    

 

議事日程 

  １．開 会 

  ２．委員長挨拶 

  ３．審査事項 

   〔陳情審査〕 

    ・陳情第５号 「川の日を国民の祝日に定めること」を求める意見書に関する陳情書 

    ・陳情第７号 テロ等準備罪を新設する組織犯罪処罰法の改正に関する陳情 

    ・陳情第９号 北朝鮮のミサイルに備えた避難訓練等の実施を求める陳情 

  ４．その他 

  ５．閉 会 
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開会 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○齊藤委員長 皆さん、おはようございます。 

  散会以前に引き続き、総務企画常任委員会を再

開いたします。 

  昨日は、付託案件に関するご意見、ご協力、審

査をいただきまして、まことにありがとうござい

ました。委員各委員おかれましては、本日も慎重

なる審査とともに円滑な進行へのご協力をお願い

申し上げまして、挨拶といたします。 

  本日の審査は陳情３件でございます。 

  また、本日、当常任委員会の傍聴希望がござい

ます。議会基本条例第７条により議会の会議は公

開を原則としております。昨日開催した総務企画

常任委員会において、傍聴者の人数につきまして

は12名を限度に先着順にすることに決定していま

すので、委員会条例第17条及び先例に基づき、こ

れを認めます。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情の審査 

○齊藤委員長 それでは、ただいまから陳情の審査

に入ります。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第５号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 陳情第５号 「川の日を国民の祝日

に定めること」を求める意見書に関する陳情書を

議題といたします。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  事務局。 

○鎌田事務局書記 （陳情第５号について説明） 

○齊藤委員長 ただいま事務局から説明がございま

した。 

  なお、この件に関しまして、本日、参考人とし

て川の日を国民の祝日にしよう会会長、桑原史朗

氏、同行者として副会長、高山重隆氏、幹事、熊

田克彦氏の３名の方にご出席をいただいておりま

す。 

  委員会を代表いたしまして、参考人の皆様に一

言ご挨拶申し上げます。 

  本日はお忙しいところご出席賜りまして、まこ

とにありがとうございます。心から厚く御礼を申

し上げますとともに、忌憚のないご意見を述べて

いただきますようにお願いいたします。 

  また、参考人に申し上げます。 

  本委員会では桑原会長のみ発言を許可します。

委員からの質疑に対し、意見内容がまとまりまし

たら、その都度、挙手をお願いいたします。私が

指名をいたしますので、指名後は着座のまま発言

くださいますようお願いいたします。 

  また、参考人は、委員に対し質疑することがで

きないことになっておりますので、あらかじめご

了承願います。 

  それでは、初めに、桑原参考人により本陳情の

趣旨を簡潔にご説明願います。着座で結構です。 

○桑原参考人 よろしいですか。 

○齊藤委員長 はい、大丈夫です。 

○桑原参考人 ご紹介いただきました川の日を国民

の祝日にしよう会の会長をしております桑原と申

します。本日は、意見陳述を行うこういう機会を

設けていただきまして、心より感謝申し上げます。 

  私も年をとるにつれまして、最近どうも活舌が

ちょっと悪くて、皆さんにお聞き苦しいところが

あろうかと思いますけど、ひとつご容赦いただき

まして、今後ともひとつよろしくお願い申し上げ
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ます。 

  私のほうから引き続き申し上げてよろしゅうご

ざいますか。どのくらいの時間があるんでしょう

か。どのぐらいいただけるんでしょうか。 

〔「いいんじゃないですか」と言う人あ

り〕 

○齊藤委員長 いいですか。 

○桑原参考人 よろしいですか。 

○齊藤委員長 よろしくお願いします。 

○桑原参考人 では、述べさせていただきます。 

  川を愛し、川の恵みに感謝する運動は、日本全

国津々浦々いろいろな形で展開されています。特

に河川愛護諸団体の長年にわたる日本文化を守り

育てる活動に対しては、心から敬意を抱いており

ます。 

  私たちの会は、少し視点を変えまして、国の祝

日法に新たに川の日を加え、国民みんなで川の恩

恵に感謝し、川の大切さを考え直す記念日祝日と

する運動を起こしました。その思いは、もう皆さ

んご存じだと思うんですが、国民の祝日法の第１

条に、自由と平和を求めてやまない日本国民は、

美しい風習を育てつつ、よりよき社会、より豊か

な生活を築き上げるために、ここに国民こぞって

祝い、感謝し、または記念する日を定め、これを

「国民の祝日」と名づけると定義されております。

まさに川の日は、この趣旨にふさわしい祝日と思

ったからであります。どうぞ私たちの会の活動理

念をご理解いただきますよう、よろしくお願い申

し上げます。 

  それでは、これから趣旨を説明させていただく

わけですが、ふるさとの自然の恩恵に感謝する記

念日として、昨年８月11日に山の日が国民の祝日

になり、各地で盛大に記念事業が行われました。

海なし県民にとってのふるさとは、山と川が一体

となって初めてふるさとになるのではないでしょ

うか。川の日は、既に平成８年に国土交通省が、

また奈良県や地方自治体等で条例を制定し、数多

くのイベントを開催して、希薄化した河川とのか

かわりを見直し、河川に対する人々の関心を取り

戻す活動をしております。 

  しかし、国民の祝日でないため迫力に欠け、い

まいち国民の幅広い層への広がりを見せてはおり

ません。祝日になれば、テレビ、新聞等マスコミ

で大きく取り上げられ、国民の関心度、存在感が

うんと大きくなってくると思われます。このこと

は、国民みんながふるさとの自然、川への関心を

取り戻すきっかけにつながり、川の大切さやすば

らしさを次の世代へ引き継いでいけるものと確信

しております。また、栃木に流れる多くの清流が

つくり出している歴史や文化遺産を持つふるさと

の魅力アップにつながり、観光立県として全国そ

して最近では世界への発信に弾みがつくと考えて

おります。 

  これまでの活動経過なんですが、こういう考え

のもとに活動を行いまして、昨年１月に河川清掃

活動団体や蛍愛好会などボランティア活動をして

いる人たちと会を発足し、県内全ての市町議会へ

陳情活動を実施してまいりました。先ほど事務局

さんからも説明がありましたが、昨年６月で10自

治体、９月で６自治体、12月で６自治体と、昨年

の12月末現在で22の自治体で同意を得て意見書が

内閣総理大臣を初め、国の行政庁及び栃木県知事

へ提出されております。このように私たちの会の

存在が少しずつ知られるようになり、流域住民や

県民と一緒に活動しやすい環境が整いつつなって

きたのではないかと思います。 

  そこで、初めてのイベントとなる講演会をこと

し２月19日に開催いたしました。これからの活動

が正念場になると考え、川の祝日実現を目指して、

県民が一丸となって栃木県から全国へ先駆けて力
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強く発信していきたいと思います。そのためには

私たちの会の組織も拡充いたしまして、会員の人

生経験豊かな発想と知恵と人脈も出し合い、県民

総決起大会の開催を目指して頑張っていこうと思

っております。 

  その具体的な活動として３つほど上げておりま

す。１つ目は、県・市町議会の全てから採択が得

られるよう陳情活動を継続してまいります。２つ

目、流域河川の愛護諸団体へ、一緒に考え一緒に

取り組んでもらえるよう賛同を呼びかけてまいり

ます。３つ目、各地区の賛同者の支部を立ち上げ、

住民と一緒に活動する輪を広げていきたいと考え

ております。 

  以上３項目、どれ一つとっても大変なパワーが

必要となっていきますが、私たちの会の趣旨を理

解していただけるよう、熱意を持って賛同者の輪

をふやしていきたいと考えております。そして、

身近な河川への関心を取り戻し、県民の盛り上が

りを高めていきます。同時に、恵まれた栃木の清

流に誇りと愛着を生む川の日祝日の実現を目指し

て、新聞とマスコミの力を借りながら一歩一歩運

動の輪を広げていきたいと思っております。 

  また、人間にとって川は空気と同じように感じ

ている身近なものであり、水が流れている川の豊

かさ、大切さ、楽しさ、美しさ、やさしさ等の恩

恵を我々が無意識のうちに享受しております。自

然界の中で人が生きていくすべを教えてくれるの

も川であると思います。 

  一方、私たち人間にとって自然界と共生しなけ

ればなりません。自然の川は100％安全ではあり

ません。天災は忘れたころにやってくる警句のよ

うに、常日ごろから突然の川の猛威、自然の力を

学習し、減災対策に努めなければなりません。日

本全国どの自治体でも、自治、治水、下水を担当

する部署があり、長きにわたり地域住民の安心・

安全に貢献されております。近年は、地域住民で

つくる自主防災組織が、住民みずから河川の点検

や防災訓練など実効性の上がる自助活動の広がり

を見せてきております。また、高度成長時代に都

市化が進み、環境問題から親水が重要視されるよ

うになり、自然護岸が見直され、川への親しみを

取り戻そうとする市民の要求も高まってきており

ます。 

  最後になりますが、余りにも身近に流れている

川は、私たちの日常生活に密着しているため、当

たり前のことと感じている人が多いのではないで

しょうか。１年を通じて季節感豊かな景観を楽し

ませてくれる栃木の魅力アップに貢献しているこ

の川の果たす大きな役割と川の恵みに感謝する、

川の日祝日の法制化運動の輪を海なし県ここ栃木

県から全国に先駆けて発信していきたいと、また

その意義は大きいと考えております。ぜひお力を

お貸しください。よろしくお願い申します。 

  ご清聴ありがとうございました。以上でござい

ます。 

○齊藤委員長 ただいま参考人より陳情の趣旨をご

説明いただきました。 

  これより質疑に入ります。 

  委員の皆様で質疑等ございますでしょうか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 今お話の中で、全国に先駆けてと、栃

木県からというお話がありました。全国の県の中

では、この陳情どんなぐあいになっているんだか、

聞かせていただけると。 

○齊藤委員長 参考人。 

○桑原参考人 具体的に陳情活動をされているかど

うかというのは、私たちはインターネットで見て

いるんですが、現在のところはありません。具体

的にこの陳情書を提出して活動を起こしているの

は栃木県だけだと私は思っております。条例とい
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うのは、先ほども申し上げましたように、島根県

だとか、あとは地方自治体で何県、何市町村かで

実際に条例をつくって川を大切に思っている、運

動を起こしているところはあると聞いております。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 この川の日を国民の祝日にしよう会と

いうのは、いつごろ始まりまして、そしてこれま

でにどのぐらいの会員さんが入っていまして、そ

して現在、支部等がありましたら、どんな支部が

あるのか教えていただきたいと思います。 

○齊藤委員長 参考人。 

○桑原参考人 最後の質問の支部ということなんで

すが、実はまだまだ一般の住民の方、市民・町民

の方に行き届いておりませんので、まだこれから

各県内の各自治体さんの採択をいただいて、それ

でこれからの第２の運動の目玉にしたいと考えて

おります。今のところは支部はまだつくっており

ません、これからです。 

  それと、いつごろから考えが始まったと申しま

すと、これは考えというのは、これは私個人的な

ものになってしまうんですが、実は３年前に自分

でもこの考えを持ち出しましてできたんですが、

きっかけというのは、２年、３年前ですか、山の

日が国民の祝日に制定されたのが新聞報道されま

して、私たちもふるさとを思う気持ちは全く同じ

でありまして、山がふるさと、海なし県であれば

山だけではなく、やはりそれ以上に川に接してい

る人たちの住民のほうが多いわけですから、やは

り山じゃなくて川も一緒にあって、初めてふるさ

とになるのではないかなと思いまして、じゃ、こ

れは川の日も祝日にしたいという気持ちが湧きま

した。 

  そういうことをいろいろ考えて、２年ぐらい考

えて行動したんですが、その考えを友人から、い

い考えだからぜひとも会をつくってみたらどうか

というので、壬生の町民の方に声かけをしました

ら、同じ思いを持っている方が25名おりまして、

それで会を昨年１月23日に発足をいたしました。

会員の中ではほとんどが高齢者の方なんですね。

若い人のバイタリティーのある方はいませんので、

何かいい方法はないかという形をとりましたら、

皆さんからのお考えもあり、私もそうだったんで

すが、まず陳情書の提出から始めてみようという

形からスタートしたわけです。それが現在にまで

つないでいる。ですから、まだ本当に大きな住民

パワーとしての活動というのはこれからになるわ

けですね。そういうような状況です。よろしいで

しょうか。 

○小島委員 わかりました。 

○齊藤委員長 鈴木委員。 

○鈴木委員 １年というのは365日、日にちが決ま

っている中で、祝日がそうしてどんどんふえてい

くと、その一日一日が重みが減っているような私

は気がしているんですよね。海の日もあります、

山の日もできたということなんですけれども、山

の日に対する、ようは国民とか市民、地域の都市

も自然の中、そんなに日常がない中で、川の日を

制定すると国の祝日になるわけですね。それが本

当にどのように変わる、そしてそのことによって

何が改革されていくのかということをどのように

考えていますか。 

○齊藤委員長 参考人。 

○桑原参考人 大変難しいご質問だと思うんですが、

確かに祝日がふえるということは、それだけ休み

の日はふえますから、特に教育関係の方たちは、

児童たちの授業日数が少なくなるとか、あるいは

企業を経営されている方が、経営日数が少なくな

るわけですから生産性が落ちるとかいう、そのご
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指摘も多々あることは十分わかっております。 

  ただ、山の日のときもそうだったんでしょうけ

れども、やはりそういうことをまずクリアすると

いうことが、まず子供たちの授業に影響のない日

とか、それから産業界に生産性の影響がないよう

な日にするとか、そういう日も問題はありました

ので、私たちの会は、一応７月７日が国交省で川

の日という形になっていますけれども、日にちに

ついては書いてもらっておりません。理念の中に

もうたっておりません。というのは、最終的には

これで国が決めることになると思いますので、そ

のときに日にちの設定のときにやはり山の日と同

じように、非常に影響の少ない夏休みの期間中で

すとか、ましてやお盆休みにつなげるとか、そう

いういろいろな案が出てくるんではないかと思い

ますので、あえて日にちは言っていません。 

  今、委員さんのご指摘のように、どんなメリッ

トがあるのかということなんですが、具体的には

こうなります、ああなりますということは、ちょ

っと私どもわからないと思います。 

  ただ、言えることは、私、みんなそうなんです

が、現職のときみんなサラリーマンをしていまし

て、有給休暇というのはあったわけですけれども、

なかなか有給休暇をとれない。外国は、確かに日

本よりかも国民の祝日が少ないかもしれません。

でも、有給休暇を重ねると年間の取得率というの

はすごいんですね。日本はまだまだなんですね。

日本というのは、皆さんもご存じだと思うんです

が、やはりおもてなしの心じゃないですけれども、

相手をいたわる気持ちというのは非常に多いです

から、結局我々現職のときに、休みをとろうと思

っても、私が休みをとるとほかの人にその仕事が

しわ寄せるわけですね。そういうことを思い余っ

て、なかなか休暇を有給休暇をとれないというこ

とも非常に肌には感じていましたんで、やはり今、

国でも働き方改革だとか休み方改革とかいろいろ

議論されてくる時代になりました。ですから、日

本人の意識変革ですかね、やはりまず祝日であれ

ば大手を振って休めますんで、そういう休むこと

によって家族サービスもできるでしょうし、いろ

いろなブームも生まれてくると思います。そうい

う意識変革をする一つのきっかけになっていただ

ければうれしいなと、そういうのも一つの大きな

目標で考えています。 

  あと、いろいろあろうかと思いますけれども、

また波及効果というのが生まれてくるんじゃない

かと思うんですね。そういうところを期待してお

ります。よろしいでしょうか。 

○齊藤委員長 森本委員。 

○森本委員 この川の日というのがもし制定される、

祝日として制定されるとなると、本市の場合には

観光地なんかでも川も結構いい川がありまして、

釣り客であったりとか、キャニオニングだったり

とか、カヌーだったりとか、そういう観光でもよ

く来るという、そういう観光客を呼び込む効果と

いうのはあるのかなというふうに思うんですけれ

ども、ただ、これは制定されるためには全国的な

動きというのが必要だと思うんですけれども、他

県、全国的にどのようなアプローチをしていくの

かという考えというのはお持ちですか。 

○齊藤委員長 参考人。 

○桑原参考人 懸案事項、懸案事項で本当に恐縮な

んですが、まだ立ち上がって間もないこともあり

ますし、将来的にはそれをもちろん考えていきた

いと思っていますけれども、これからいろいろ

町・市議会さんでいろいろ採択していただきまし

たら、もうその中でいろいろなアドバイスをいた

だくなり、また、これこの後、県の議会のほうに

も提出させていただきますけれども、そのときに

初めて他県に対する進め方とか、そういうもの等
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いろいろアドバイスをいただきながら、会も充実

するということになっていくという形で、期間は

長くなると思いますけれども、おっしゃったよう

に、最終的には観光立県としても潤うような形に

なっていく、それが全国的に広がれば外国からの

観光客の誘致にもつながってくると思いますので、

そういうのはこれからの課題でありますので、今

どういった結論的なものというのはまだです。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  副委員長。 

○吉成副委員長 私のほうからは、この陳情にも記

載がありますけれども、実際には平成８年に当時

の建設省が川の日として７月７日を制定したと。

我々は、これは子供たちもみんなそうですけれど

も、７月７日イコール七夕ですよね。天の川とい

うのもあって、当然それが根本にあって川の日な

のかなという、そこの理解はできるんですけれど

も、この仮に祝日になった場合には、先ほどのお

話のように、別に７月７日とはこだわらないとい

うお話がありましたけれども、やはり一番は川の

日という、このもの自体を国民がもっと幅広く認

知しなければいけないんだと思うんです。そこが

この活動の骨子になってくるんじゃないかなとい

う気がしているんですが、そこの捉え方はどう捉

えていますか。 

○齊藤委員長 参考人。 

○桑原参考人 川の日という認知度が非常に少ない

ということは十分わかっておりまして、確かに国

の一つの象徴ですね、川の日という日を制定して

おりますけれども、私もわからなかったですし、

もうかなりの方は川の日というのがあること自体

もわからないんじゃないかと思いますので、それ

を広めるために、まずそれを国民の祝日にしまし

ょうという形で立ち上げたわけですけれども、こ

れが川の日が国民の祝日にしましょうというのが、

今、最終目標ではないわけですね。その先にある

わけですね。その日をもっていろいろ川を大切に

するという気持ちを植えつけるきっかけになって

ほしいと、そういうのには今までも長年、川に対

するご苦労されてきている方たちがたくさん団体

もありますので、そういう人たちのお知恵を得な

がら、あるいはその人たちの後押しになるような

ための祝日ということも含まれているんではない

かなと思っています。 

○吉成副委員長 ありがとうございます。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  小島委員。 

○小島委員 ちょっとアドバイスというわけじゃな

いですけれども、これからやっぱり県とか他県と

か、そういうところにＰＲして、これを国民の祝

日にしようというときには、かなりしっかりとし

た基盤が必要だと思うんです。そういう面で、こ

の陳情書を見たときに一番抜けているのは、実を

言うと、川の恩恵を受けているのは何かというこ

とです。実を言うと、川の恩恵を受けているのは

稲なんですよ、本当は。だから、稲、稲作文化、

この稲作文化を支えていたのは川だということを

まずは入れないとだめです。この稲作文化の感謝、

食べているものが人間の体につながり、そして食

になり、そしてそれを感謝するという、この川と

農業と稲と、そういう連帯感を向いた川の日とい

う位置づけにしていかないと、感謝の心が広がら

ないです。だから、そういう面では、例えば農村

文化ではさなぶりなんかといって、昔の田植えが

終わったときに、その水の恩恵、植えた、終わっ

たの恩恵、そういうものを感謝するのがさなぶり

という形ですけれども、やはりそれと同じように、

この川の日もそういう感謝の、川の感謝、要は川

が出てきた、水が農村の稲を育てる。そして、そ

れを米として、そしてそれが人間の体につながり、
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そして今の日本の国民の精神性を伝えつくってい

るんだというところをまずは基盤に置いて、その

後にレクリエーションとか自然の環境とかという、

こういう組み立てで意見書をつくっていったほう

が、周りの方々に受け入れやすくなると思います

ので、そんなところをちょっともう一回皆さん方

と議論して、そういう基盤みたいなところからス

タートしていくと、この川の日というのはもっと

県なり、ほかの県なり、そして日本の国、そして

天皇制の中でも天皇陛下は毎回稲を植えているん

です。そういうようなところまでつながったよう

な意見書をつくっていったほうがよろしいかと思

いますので、頑張ってやってもらいたいと思いま

す。 

○齊藤委員長 今のは意見でよろしいですか。 

○小島委員 意見で結構です。 

○齊藤委員長 では、大丈夫です。 

  そのほかございますでしょうか。 

  よろしいですか。ありませんか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 それでは、ほかに質疑がございませ

んので、これをもって参考人に対する質疑を終了

といたします。 

  本日はお忙しい中にもかかわらず、長時間にわ

たりまして貴重なご意見を述べていただきまして、

心から感謝申し上げます。 

  本委員会としてただいまのご意見を今後の審査

に十分生かしてまいりたいと思います。 

  本日は、本当にありがとうございました。 

  ここで参考人退席のため、暫時休憩といたしま

す。 

 

休憩 午前１０時３０分 

 

再開 午前１０時３１分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

始めます。 

  本陳情案件に対しまして、各委員のご意見をお

受けいたします。 

  何かございますか。 

  森本委員。 

○森本委員 先ほど参考人質疑でも申し上げたんで

すけれども、観光という部分での本市にとっての

川の日のメリットというのは大変大きいものがあ

るかなというふうに感じております。特に国内で

もそうなんですけれども、世界的に見た場合に、

日本ほどきれいな清流がたくさんあるところとい

うのは少ないんです。日本人自身は余りにも川が

身近なものですから、その川の恵み、水の恵みと

いうことに気がついていない部分があると思うん

です。ただ、世界から見ると、この日本のこの川

の文化というか水の文化というのはとても魅力的

なので、外国からのお客さんを呼び込むだけの魅

力のあるものだと思います。それを国民の休日、

祝日という形で制定することによって、例えば世

界のほうに発信することができれば、海外からの

お客さんを迎えるという部分にもつながっていく

ということから、私は、この川の日の今回のこの

陳情に関しては採択するべきじゃないのかなとい

うふうに感じております。 

○齊藤委員長 そのほか委員からのご意見ございま

すか。 

  玉野委員。 

○玉野委員 参考人の中で意識変革という言葉が出

されました。とても大事なことであって、もっと

大きいことからすれば、人口が減っている、経済

成長をどんどん追いかけていいのかという中で、

やっぱり地方創生という中で田舎の魅力、これ生

きていく基盤ですね。それを確認するという意味
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で、やっぱり川というもの、山というものは、生

命権をサポートするというのはとても大事なこと

ですね。森本委員もが言われましたけれども、そ

ういう自然と一体になって生きていくというアジ

ア圏、日本というのはとても魅力のある地域です

から、それを国民で共有していく、教育の中で生

かしていく、地元の魅力にしていく、こういうふ

うにしていくということのきっかけとしてはとて

も大きいことだと思いますので、私は採択してい

ただきたいと思います。 

○齊藤委員長 そのほかご意見ございますか。 

  吉成副委員長。 

○吉成副委員長 海なし県のやはり栃木県が、今こ

うやって水の恩恵、川の日の国民の祝日にという

アプローチをされたというのは、ある面すごく意

義深いことなのかなと思います。桑原さんもそう

でしょうし、私もそうですけれども、泳ぎを覚え

たのは川で覚えました、プールが当時なかったも

のですから。それだけ我々子供のときには、川と

いうものが身近な遊び場の一つだったわけですね。

残念ながら、現在は川で泳ぐなんていうことはで

きませんので、そういう観点からいくと、やはり

今の子供たちは、川というものに対する考え方と

いうか捉え方がちょっと我々とは違うのかなとい

う気がするんですね。そういった面からいくと、

この２番で、子供たちには健康な心が培われると

いう文言が入っていますけれども、そういった子

供たちの教育という観点からも非常に意義のある

今回は陳情の内容じゃないかと、そういったこと

も含めて、私も採択すべき陳情だとそのように思

います。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 ほかの県の状況とか、それも聞きまし

た。どのぐらい運動が広がっていくのかな、まだ

始まったばかりという状況があるんだと思います

が、今、吉成委員から川で泳ぎを覚えたと、私ら、

この年代ですので、川に行けば１日遊べる、１日

しっかり地域の状況も先輩も後輩も一緒に川でい

ろいろなことを学んだというのはありました。こ

ういう中で那須塩原市の自然というのは非常に恵

まれて豊かなところだというんで、観光立県とい

う話もありました。私は、まだ運動は始まったば

かりと思いますが、ぜひしっかり運動をされて、

目的達成されるように頑張っていただきたいと思

います。 

○齊藤委員長 小島委員。 

○小島委員 今ちょっと参考意見言いましたけれど

も、基本的にはスタートなんで、今回は、私もこ

れについては賛同したいと思っています。 

  ただし、やはりこれを広げていくのには、かな

りの国・県、他県まで同意を得るというのはなか

なか苦労する仕事だと思うんです。また、河川愛

護団体だったり、今後やはり各地区に水利を取り

持つ土地改良区等もございます。そういう方々ま

で幅を広げていきながらやっていくことが重要だ

と思っています。そういう面では、今後の活動を

期待して賛同したいと思います。 

○齊藤委員長 よろしいですか。 

  それでは、他に意見がないようですので、これ

から討論に移らせていただきます。 

  討論はございますでしょうか。 

  君島委員。 

○君島委員 それでは、討論させていただきます。

私は、本陳情について採択という立場で討論をさ

せていただきます。 

  本市には那珂川、熊川、それから蛇尾川、箒川

と４つの河川が流れております。本市におきまし

ては、大変これらの川の恩恵は大きく受けている

状況でございます。 
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  その一つが明治の開拓におかれまして、荒涼と

していたこの那須野ヶ原が現在のような形になり

ましたのも、水の量が豊富な那珂川という川があ

りまして、そこから日本三大と言われます那須疏

水を引いて那須野ヶ原に水を供給したということ

で、そのためによりましてこの那須野ヶ原が開墾

され、本市の主産業であります農業の発展につな

がったということで、大変川の恩恵を受けている

ところでございます。 

  もう一点につきましては、先ほど皆さんの意見

からも出ておりましたとおり、塩原、板室という

２つの温泉を抱えております。この２つの温泉に

つきましても、両方とも川が清流が流れるところ

に温泉街がありまして、その風光明媚なものが観

光客を喜ばせ、また観光客をリピーターとして呼

び込むという形で、本市の主産業であります農業

それから観光、こういったものに対する恩恵が多

大なものがございます。それらも、川に対しまし

て川を考え直す、趣旨の中にありましたとおり、

川の恩恵を考え直すきっかけとなる記念日とした

い、そのために国民の祝日にしたいということの

意見趣旨でございますので、私は、そういった内

容から本件の陳情につきましては採択をすべきも

のと思います。採択すべき陳情であると思います

ので、採択に賛成をいたします。委員各位におか

れましても、同陳情に対しましてご賛同いただけ

ますようお願いを申し上げまして、賛成討論とさ

せていただきます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 ほかに討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  まずは、本件を採択すべきものとするかお諮り

いたします。 

  陳情第５号 「川の日を国民の祝日に定めるこ

と」を求める意見書に関する陳情書について、採

択すべきものとすることに賛成する委員の挙手を

求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○齊藤委員長 ありがとうございます。 

  賛成過半数と認めます。 

  よって、陳情第５号は採択すべきものとするこ

とに決しました。 

  以上で陳情第５号の審査を終了といたします。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１０時３８分 

 

再開 午前１０時３９分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

行います。 

  ただいま陳情第５号 「川の日を国民の祝日に

定めること」を求める意見書に関する陳情書につ

いて採択すべきものとするに決しました。 

  つきましては、最終日の本会議においてこの陳

情が採択された場合には、国への意見書を提出す

ることに関し、当委員会として本会議で発議する

ことにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 それでは、提出されている意見書を

参考に、今後、委員会で検討を重ね、本市議会と

しての案を作成していきます。 

  ほかにご意見はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、６月21日の全員
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協議会で全議員にお示しした上で、最終日の本会

議においてこの陳情が採択された場合には、意見

書の提出について委員会発議することといたしま

す。 

  それでは、暫時休憩といたします。 

  10分間、10時50分より会議を始めます。 

 

休憩 午前１０時４０分 

 

再開 午前１０時５０分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第７号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 続きまして、陳情第７号 テロ等準

備罪を新設する組織犯罪処罰法の改正に関する陳

情を議題といたします。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  事務局。 

○鎌田事務局書記 （陳情第７号について説明） 

○齊藤委員長 ただいま事務局から説明がございま

した。 

  それでは、各委員の意見をお受けいたします。 

  田村委員。 

○田村委員 今まさに国会で大詰めを迎えています

この組織犯罪処罰法改正案、いわゆるテロ等準備

罪ではありますけれども、テロなどのような国際

的に重大な組織犯罪の発生を国内で未然に防ぎ、

また、人々の平和な暮らしや命を守るために、私

は法案の成立が必要だと考えます。 

  当然、世界187カ国・地域が既に加盟していま

す、日本は加盟していませんけれども、国際組織

犯罪防止条約（ＴＯＣ条約）について、我が国は

一日も早く加盟国になり、国際協力を可能にする

必要があるものと。あと、あわせて今後、日本は

オリンピックであったりワールドカップであった

り、世界中の人々が注目する国際的なイベントを

控えていますが、断じてそういったイベントをテ

ロの標的にさせてはならないというふうに考えま

す。そのためにも、どうしても法的な担保が必要

だと思いますので、私はこの法案の成立は必要だ

と考えます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほか意見ございますでしょうか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 今発言がありましたように、今、国会

で参議院のほうに審議が回ったという状況です。

衆議院で30時間、または参議院のほうは20時間以

内でやるというところで審議の真っ最中と。何と

しても今国会で成立させるという与党側と、大変

今までの日本の法体系の中で法そのものを根本か

ら変えていくという、犯した犯罪を処罰するので

はなくて、考えたことも処罰していくという、非

常に近代の法律の中では、法体系そのものを根本

から覆すような大変な法案というものは、やはり

しっかり審議する、徹底審議することが必要と考

えております。 

  そうした中で、国連の話が先ほど出ましたが、

国際組織犯罪防止条約、ＴＯＣの条約締結に必要

といって共謀罪の法案を推進しておきながら、国

連の人権にかかわる担当者からの異論が出ていま

す、こういうものに対して一切に耳を貸そうとし

ないと。そういう中で、日本のペンクラブが加盟

する国際ペンそのものも、非常に人権にかかわる

問題としてこのまま見ていられないということで、

警告も言っています。そういう弁護士や法研究者
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の間からも、慎重もしくは廃案という、そういう

対応が求められています。 

  国際犯罪組織の対応に関しては、この共謀罪が

なくてもＴＯＣの条約は締結が可能と、こういう

ことも既に発せられています。そうした中で、日

本はこのままこういう次世代にさせていいのかと

いう問題があります。 

  先日配られた全国市議会旬報という中でも、こ

の２月から４月に可決した意見書・決議の中で、

共謀罪について法案の提出の断念、撤回または慎

重な対応をというのは、既に２月から４月の中だ

けでも11自治体が意見書を出しております。 

  こうした中で、那須塩原市もしっかりとこの民

主主義を守り、法律を守るという立場から、この

意見書は採択すべきという立場です。 

○齊藤委員長 そのほかご意見ございますでしょう

か。ありませんか。 

  吉成副委員長。 

○吉成委員 私は、この意見書については不採択と

いう立場でお話をさせていただきます。 

  実際に、今現在は自民党・公明党による連立政

権なわけですが、それ以前は民主党政権だったわ

けですね。民主党政権が３年半近くあったわけで

すが、当時、民主党は、この共謀罪に対して、共

謀罪自体をつくらなくても十分にＴＯＣ条約には

加盟ができると、そういうマニフェストで出した

わけなんですね。しかし、現実的にはできなかっ

たわけです。それはどうしてかといえば、やはり

このＴＯＣ条約の中で重要な部分というのは、合

意罪であったり参加罪、この２つがしっかりと国

内法に明記されているかどうかということなわけ

です。 

  今議論になっているのは、187カ国がＴＯＣに

既に締結をしているということでありますけれど

も、その中で新たに法律を整備した国というのは

ほとんどないでしょうと言われています。それは

確かです。とはいえ、じゃ、なぜ新たな法律をつ

くらないかといえば、既にアメリカであったり、

それからイギリスもそうですし、ヨーロッパ等は

特にそうですが、もう合意罪が国内法で整備され

ているわけですね。他の国において批准している

ところも、参加罪はもう国内法として整備されて

いるわけです。ですから、このＴＯＣ条約に締結

をするようにしているという流れになっておりま

す。 

  今、国連加盟の国というのは、全世界で198カ

国だったと思います。そのうちの187カ国がこの

条約に締結しているわけですけれども、締結して

いないのは日本を初め、わずか11カ国です。特に

先進国と言われる中では、日本だけが締結してい

ないわけです。北朝鮮でさえ、この条約には実は

締結をしているわけですね。 

  そういった観点から見ても、今回のこのテロ等

準備罪については、間違いなく成立をして、やは

り先ほど田村委員のほうからも話がありましたが、

日本はこれから大きな大きな国際的なイベントを

控えているわけです。2019年にはラグビーのワー

ルドカップが開催をされます。そして、2020年に

は東京オリンピック・パラリンピックが開催をさ

れます。たまたまですけれども、きょう６月14日

というのは、このオリンピックの旗、五色旗が制

定された記念日でもあるわけなんですね。そうい

たことはちょっと余談になりますけれども、そう

いった多くの海外の方々がこの日本に訪れると。

その中で、やはりそういった方々の生命をしっか

りと守っていくためには、この法整備は絶対に必

要だなと私は考えています。 

  よって、今回の陳情に対しては不採択という考

えでおります。 

  以上です。 
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○齊藤委員長 そのほかご意見はございますでしょ

うか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 今、大きなイベントの話が出ましたの

で、その大きなイベントに関する話をしたいと思

います。 

  共謀罪がないとＴＯＣ条約が締結できないとい

う主張でしたけれども、国際的にも…… 

〔「いや、共謀罪じゃないですから、これ

自体。」と言う人あり〕 

○髙久委員 まあ、テロ等の犯罪ということで、組

織犯罪防止法改正というところなんですが、ＴＯ

Ｃの条約がないということ、締結の手続に関する

国連の「立法ガイド」、これをつくったニコス・

パッサス教授というんだそうですが、東京オリン

ピックのようなイベントの開催を脅かすようなテ

ロなどの犯罪に対して、現在の法体系では対応で

きないという、国のほうの政府のほうの説明があ

ります。しかし、この立法ガイドでは、「こうし

た大きなイベントの開催を脅かすようなテロ犯罪

に対して、現在の法体系で対応できないものは見

当たらない」と、つくった人がそう言っているん

ですね。 

  ですから、この条約そのものは、そういうもの

がなくても大丈夫だというのは明らかです。です

から、今の日本の法体系の中で既に条約を結んで

いる中で十分対応ができると、そういうことも明

らかになっています。そういう中での今、審議が

行われているということです。法案の問題点を徹

底的に審議を行った上で、はっきりした採決、徹

底審議と廃案という方向に目指すべきが当然とい

うふうに意見を提案します。 

○齊藤委員長 そのほか意見ございますでしょうか。 

  玉野委員。 

○玉野委員 陳情内容を読めばそのとおりです。 

  私は、採択したいんですね。同時に、この議会

でもやりとりしておりますし、国も大きく何党、

何党でやりとりしていますけれども、見えていな

いというか、個人個人、一人一人の人間が生きる

上で、どういうことになれば生きていけるのかと

いう中の個人のプライベートなことを、大きなイ

ベントがあるから、とても大事なんだから、これ

はオリンピックとかですね、さまざまな。そうい

うことで何か個人の非常に大事なものがかぶされ

ていく、イベントをやるからすごく大事なんだか

ら、テロが起きちゃいけないから、そういう中で

個人の尊厳というか、情報というのが侵されてい

く。スノーデン元ＣＩＡの職員が、このことにつ

いて「日本における『大量監視』の始まりだ」と

言っていますね。日本にこれまで存在していなか

った監視文化が日常的なものになると。そういう

声をもっともっと個人というか、私たち一人一人

が明確につかんで、大きなイベントをやるのはや

るで必要なことですけれども、やはり一人一人の

人間が正しく生きれる、コントロールされないと

いうことが大事な原点だと思います。 

  私は、陳情書を採択してもらいたいです。 

○齊藤委員長 そのほかご意見ございますか。 

  田村委員。 

○田村委員 そもそも審議時間が短いとか、いろい

ろな批判があるのは私もそのとおりだと思います。 

  ただ、どうしても報道がちょっと偏っていると

いうか、実際、今回の審議を進める中で、かなり

国民の不安を払拭するような形で改善がなされて

いる部分があるというのはよく知られていないと

ころだと思うんですが、例えば今回のこのテロ等

準備罪が成立する要件として、一般の民間団体、

労働組合等に所属し、働く人々が捜査の対象にな

ることが絶対にないように、犯罪の成立の要件を

厳格に定められました。具体的には、殺人や人身
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売買など重大な違法行為を目的とする団体が犯罪

の遂行を具体的・現実的に計画し、計画に基づい

て準備行為が行われたという事実を確認して初め

て成立するということでもなりますので、私は、

今回のこの法案の成立には賛成をいたしますし、

陳情内容の採択には賛成しかねます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 今、一般の方がこの犯罪に巻き込まれ

たり対象となることはないというお話が出ました。

報道とかテレビ・新聞などの報道・放送なんかで

も、一般の人が対象になることはないと言いなが

らも、実際は岐阜県大垣市の事件などを見ると、

実際にも警察はこういう動きをしていると。政府

のほうは、これを改めるとも言っていません。で

すから、当然、捜査を行うのは警察の判断次第と

いうような状況もあって、日本の法体系が大きく

変えられてしまうというところに人権にかかわる

大きな問題が内外から出ている疑念、こういった

疑念を無視して、今、国会で審議が進められてい

ます。 

  こういう内心の処罰を対象にするという、憲法

が保障する思想・良心の自由の重大な侵害につな

がる法案です。こうした法案、時間や日にちを決

めるのではなくて、しっかりと国会審議の上で廃

案にすべきということで、この世論調査の中でも

８割近くが「政府の説明は不十分」と、こういう

世論調査も出ています。徹底審議の上に３回廃案

になっている。名前が変わっても、今回初めて頭

に「テロ」という文字がつきました。出ている間

は、「テロ」という文字さえありませんでした。

そういう法案です。 

  徹底審議の上に廃案にすべきという立場から、

この陳情を採択すべきものというふうに主張しま

す。 

○齊藤委員長 それでは、そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、これから討論を

行います。 

  討論はございますか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 出された陳情について討論いたします。 

  国民の内心にかかわる問題を犯罪とすることに

もなりかねない、この法案です。内心の自由を処

罰するということになりかねません。憲法が保障

する思想・良心の自由に重大な侵害につながるこ

の法案は、徹底審議の上に廃案とすべきと、国民

の８割近くが「政府の説明は不十分」という、時

間的な審議の時間も非常に短いという問題もあり

ます。こうした世論に逆らって、衆議院では採決

が強行されました。この法案、しっかりと国民と

して徹底審議の上、廃案にすべきという立場から、

この陳情は採択すべきものといたします。 

○齊藤委員長 そのほかいらっしゃいますか。 

  君島委員。 

○君島委員 本陳情につきましては、組織犯罪処罰

法、これにつきましては、先ほど田村委員あるい

は吉成委員のほうからも話がありましたとおり、

ＴＯＣの条約締結のためには必要不可欠な法律で

あります。そのために制定を国のほうでは見て、

国民の安全を図るために制定をするということで

やっておりますので、この陳情につきましては不

採択とすべきだと思います。 

  もう一点、内容には直接関係ございませんけれ

ども、国会の予定につきましては、あす15日に参

議院の法務委員会、これで本案件につきまして採

決が行われ、今週中には参議院本会議において採

決が行われるというような状況でございます。 

  本市におきましては、本定例会の最終日につき
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ましては22日ということで、来週の木曜日に終わ

るという状況でございますので、本陳情の内容に

つきましては、これらを慎重審議を要請する意見

書を出して廃案、あるいは慎重審議を要請する意

見書を出してくれということですが、国会の動き

と絡み合わせても、全く合わない状況になっても

まいりますので、本案につきましては不採択とす

べきだと思います。 

  委員各位におかれましても、ご賛同賜りますよ

うよろしくお願いを申し上げます。 

  以上です。 

○齊藤委員長 そのほかございますか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようなので、討論を終結したい

と思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決いたします。 

  まずは、本件を採択すべきものとするかお諮り

いたします。 

  陳情第７号 テロ等準備罪を新設する組織犯罪

処罰法の改正に関する陳情について、採択とすべ

きものとすることに賛成する委員の挙手を求めま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○齊藤委員長 賛成が過半数を満たしておりません。 

  改めてお諮りいたします。 

  陳情第７号 テロ等準備罪を新設する組織犯罪

処罰法の改正に関する陳情について、不採択とす

べきものとすることに賛成する委員の挙手を求め

ます。 

〔賛成者挙手〕 

○齊藤委員長 賛成過半数と認めます。 

  よって、陳情第７号は不採択とすべきものとす

ることに決しました。 

  以上で陳情第７号の審査を終了といたします。 

  ここで暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時１２分 

 

再開 午前１１時１３分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き会議を

再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎陳情第９号の説明、質疑、討論、

採決 

○齊藤委員長 続いて、陳情第９号 北朝鮮のミサ

イルに備えた避難訓練等の実施を求める陳情を議

題といたします。 

  事務局から説明をお願いいたします。 

  事務局。 

○鎌田事務局書記 （陳情第９号について説明） 

○齊藤委員長 ただいま説明がございました。 

  それでは、本陳情について、各委員の意見をお

受けいたします。 

  何かご意見はございますでしょうか。 

  髙久委員。 

○髙久委員 先ほど言われた幸福実現党代表から出

された陳情です。ミサイルの発射を繰り返す北朝

鮮に対して、世界平和と安定と重大な脅威という

ことで、国連決議、６カ国協議の共同声明、平壌

宣言に違反するたび重なる暴挙で、断じて許され

ないものだと私たちも受けとめています。 

  その上で、国連安保理決議に基づいて経済制裁

も全面実施と強化を行って、外交交渉によって北

朝鮮に非核化を迫るべき問題です。こういった考

えにそんなに意味はないと思いますが、まだここ
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まで北朝鮮が実際に踏み切るかというのは、大変

微妙な問題でもあります。意見によっては、ミサ

イルに至る前に攻撃を無力化する議論なども出て

いますが、あくまでも世界平和ということで、外

交交渉に頼るべきだという立場です。 

  Ｊ－ＡＬＥＲＴも活用したＪＲや国内での列車

をとめるという状況も生まれていますが、そうし

たことに韓国自体が大げさ過ぎるという意見も日

本に対してあります。そうした中でも、この陳情

に対しては、不採択とすべきと思います。 

○齊藤委員長 そのほかご意見はございますでしょ

うか。 

  吉成副委員長。 

○吉成委員 本当にことしに入って、また先週もそ

うでしたけれども、北朝鮮のミサイル実験がたび

たび行われてきているわけです。その中でも脅威

だなと思うのは、やはり排他的経済水域に着弾を

せんだってはしたわけですよね。これは、もう日

本にとってもゆゆしき重大事案だと思うんです。 

  そういう中で、日本は何度も何度も、国連に対

して、北朝鮮に対する安保理決議をしっかりとや

ってほしいということでやってきたわけです。今

回に関しても、安保理決議、幾つも番号がありま

すけれども、その中の一つである2356号、ここに

より強固な、例えば資産の凍結を求めたり、それ

から領海通過の禁止を求めたり、そういったもの

まで追加指定を今回したわけです。ですから、そ

ういう観点からいけば、かなりプレッシャーは北

朝鮮に対してかけてきているんだと思います。 

  ですから、国のほうも、実は北朝鮮のこのミサ

イルが飛んできた場合には、やはりあらかじめ避

難訓練を行うべきじゃないかということで、幾つ

かの自治体では確かに行われている実態はあるわ

けです。６月12日には、新潟県の燕市で実際に避

難訓練が行われました。相当大きなものが行われ

たのかなと思ってネットで調べてみたんですが、

参加住人は85人だったということです。 

  ですから、その訓練自体が果たして意味をなす

のかという気がするんですね。那須塩原市は、毎

年防災訓練を行っています。９月を大体中心にこ

れまで行ってきているわけですが、その大前提と

なる防災訓練は、大きな台風が来たというのが大

前提であったり、それから地震であったり、さま

ざまな想定の中で避難訓練、防災訓練を行ってき

ているわけです。仮に今回、この陳情のような避

難訓練をやるのであれば、那須塩原市がやってい

る防災訓練の中の１こま、一部として行うのであ

れば、多少意味合いはあるかなとは思いますけれ

ども、単独でのこの開催というのは、私は、完全

な無意味とは言いませんけれども、無意味に近い

避難訓練になるんじゃないかなという考えを持っ

ていますので、この陳情に対しては不採択とすべ

きものと考えます。 

○齊藤委員長 そのほかございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 ないようですので、これから討論を

行います。 

  討論はございますか。 

〔「ありません」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 ないようですので、討論を終結した

いと思いますが、ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○齊藤委員長 異議がないものと認め、討論を終結

し、これより採決を行います。 

  まずは、本件を採択すべきものとするかお諮り

いたします。 

  陳情第９号 北朝鮮のミサイルに備えた避難訓

練等の実施を求める陳情について、採択とすべき

ものとすることに賛成する委員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 
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○齊藤委員長 賛成が過半数を満たしていません。 

  改めてお諮りいたします。 

  陳情第９号 北朝鮮のミサイルに備えた避難訓

練等の実施を求める陳情について、不採択とすべ

きものとすることに賛成する委員の挙手を求めま

す。 

〔賛成者挙手〕 

○齊藤委員長 全会一致と認めます。 

  よって、陳情第９号は不採択とすべきものとす

ることに決しました。 

  以上で陳情第９号の審査を終了といたします。 

  暫時休憩といたします。 

 

休憩 午前１１時２３分 

 

再開 午前１１時２４分 

 

○齊藤委員長 それでは、休憩前に引き続き委員会

を再開いたします。 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎その他 

○齊藤委員長 それでは、次第４、その他に入りま

す。 

  委員の皆様から何かございますでしょうか。 

〔発言する人なし〕 

○齊藤委員長 事務局から何かありますか。 

  事務局。 

○鎌田事務局書記 （事務連絡。） 

○齊藤委員長 （陳情第５号に関する意見書につい

て） 

 

─────────────  ◇  ───────────── 

 

◎閉会の宣告 

○齊藤委員長 以上で、今定例会における委員会の

議事日程は全て終了いたしました。 

  本委員会の審査報告書は、本職が作成し、議長

に提出いたしますので、ご一任くださるようお願

いいたします。 

  これをもちまして、総務企画常任委員会を閉会

といたします。 

  お疲れさまでした。 

 

閉会 午前１１時２９分 

 




